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活血化瘢薬が有効であ っ た血栓性静脈炎 3症例

大圃病院

○原lll瑠璃子，劉　　林，桜井明チ，高瀬英剛，原中勝征

静脈血栓症 に お け る血栓形成は，血流う っ 滞，血液凝固能亢進 ， 静脈内膜損傷な ど に よ りお こ り，

こ れ に 炎症機転の 関与が加わ り臨床的 に は血栓性静脈炎とさ れ て い る 。 中医で は脱疸 と称 し， ド肢

の 疼痛，しびれ，冷え，腫脹 ， 足先 の 紫紅色 ま た は蒼白色を呈 し，主 に 血脈硬滞 に よ りお こ り瘢証

に属す る 。 治療は活血化瘢が主で ，寒熱，虚実の 違い に よ り温経散寒，清熱解毒，また は補益気血

の 療法を行う。 今回中医弁証論治 に よ り有効で あ っ た血栓性静脈炎 3 症例に つ い て 報告す る。

【症例】症例 1
， 68歳 男性。 約 4年前よ り両 ド肢の 腫脹，疼痛，両足皮膚の 薄紫色が認め られ リ

ン パ 管造影，血管の シ ン チ グ ラ フ ィ
ーを 大学病院に て 施行し「航栓性静脈炎と診断され治療を受け る

も，症状悪化の 為来院。米院時人腿 ド部か ら足全体の著明 な浮腫，疼痛，両 ド肢皮膚淡白色， 足関

節 より先端 は薄紫色 で 点状出r鮭斑 が認め られ た。弁証 は 血虚 に よ る淤血，治法は補血止血 活血化

瘢で疎経活血湯エ キ ス，苒帰膠夊湯 エ キ ス （ッ ム ラ ）を合わせて 内服。 服用 1週間目 に 下腿 の 点状

出血は ほ ぼ 治癒，　卜
’
肢 の 浮腫，疼痛 も軽減 し，4週 目に全て の 症状が 改善。癨例 且，71歳　女性 。

高脂血症 ， 動脈硬化症 ， 僧帽弁閉鎖不全に よ る心不全を基礎疾患とした血栓性静脈炎。 来院時に，

既に半年が経過 して お り，左下肢は腫脹，疼痛 ， 熱感 ， 皮膚暗紅色〜暗紫色に変化 して い た。 弁証

は，久病気虚血瘢， 瘢久化熱 ， 淤阻筋脈で治法は清熱利湿，活血涼血 。 四妙丸加減 内服に よ り
．一時

軽快 した が，右下肢症状が 悪化，清熱解毒，活 ［in化唹の 治法 に よ り軽快 。
　CRP 他血液所見 も改善。

症例ll【，84歳女性 。 （狭心症，高脂血症 に合併 した 右 ド肢血栓性静脈炎 。）右下肢全体 の 発赤， 熱感 ，

腫脹，疼痛，歩行障害に て 来院。 弁証 は 湿邪化熱，下焦を蘊結。治法は 清熱解毒，利湿通絡に て 四

妙丸加減を内服， 翌 円 よ り発赤，腫脹は軽快し18日間内服 に て 完全治癒 。 CRP ，血沈，他検査所

見も改善 。

【考察 お よ び結論】以 ヒ3 症例とも曲洋医学的に は治療困難で 悪化 して おり中医学的弁証論治に て

有効性が認 め られ た症例で あ る 。 症例 1 は病期 が 慢性化 し病位が 深く出血傾向も認め られ た が，補

血 ］E］fiL，活血化淤の 苒帰膠艾湯 疎経活血湯の エ キ ス 剤組み合わ せ に よ り点状出血を 伴 っ た 下肢 の

血栓性静脈炎所見は改善 した。症例 llは 心疾患合併症 もあ り，病期が 長く病位が 深 い 淤血内阻の た

め治療困難例で 症例 1 と同様に西洋医学的に は悪化傾向に あ っ た．以上 2症例は異な っ た処方を用

い 漢方の治則で あ る 「同病異治」 の 治法に よ り有効性を得た 症例で あ る 。 症例皿 は急性経過 で 病位

が 浅い た め著効 した症例で ある。 以上 よ り血栓性静脈炎に対する治療に おい て 漢方の 弁証論治の 重

要性が示唆 され特に活血化瘢薬に よ る 治法が 今後最 も大切な治療と考え られ る 。
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